
放課後等デイサービス 　自己評価結果

評価期間：令和 ７年 １月１０日～令和 ７年 １月３１日
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カレイドスクエアパーク胎内

〇 △ ×

1.環境・体制

2.業務改善

3.支援提供

4.連携

5.説明責任

6.非常時対応

　総括

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか

職員の配置者数は適切であるか

事業の運営方針の共有や今後の改善についての話し合いが行われている
か

聞き取り等で保護者等の意向を把握し、事業運営の改善につなげている
か

職員の資質の向上のために、研修の機会を確保しているか

生徒と保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、支援目標を設定
しているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか

平日、休日、長期休暇に応じて、活動内容等を工夫して支援しているか

支援開始前には職員間で打ち合わせをし、その日の予定や役割分担を確
認しているか

支援終了後には、職員間で打ち合わせをし、その日行われた支援の振り
返りを行っているか

日々の支援に関してしっかりと記録を取ることを徹底しているか

定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の見直しの必要性を確認し
ているか

サービス担当者会議にその生徒の状況に精通した最もふさわしいものが
参画しているか

学校との情報共有を適切に行っているか

日頃から生徒の状況を保護者と伝え合い、生徒の発達状況や課題につい
て共通理解を持っているか

重要事項、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明をしているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と
支援を行っているか

生徒や保護者からの苦情について、迅速かつ適切に対応しているか

個人情報に十分注意しているか

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をし
ているか

事業所の行事に地域住民を招待するなど、地域に開かれた事業運営を
行っているか

緊急対応マニュアルや感染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に
周知しているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行って
いるか

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をして
いるか
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ー個別意見ー
・欠員が出た場合、送迎がやや不安。
・社員全員での研修（支援について等）がもっとあってもいいと感じる。
・（会議等の開催を）学校に断られることがある。忙しさからか、調整を依頼しても返事がない。

ー会社としての方向性ー
支援プログラムの固定化や祝日の内容等、日々改善できることを検討し、今後もより良い支援に繋がるよう全体で話し合っていく。
意見が上がっている研修のあり方についても、従業員と意見交換を行い実施していく。児童及び保護者に対する支援や相談について、学びを
進めていく中で「もっと知識をつけなくては」と思う職員が増えていることは会社としては嬉しい部分もある。各自が自己研鑽を進めてい
き、会社もバックアップできる体制づくりを目指していく。欠員時の不安は採用募集を進めている。
課題としては学校との連絡調整、学校側のスケジュールもあり依頼するが実現に時間を要することがしばしば見られているため、再度関係づ
くりをして利用児童の情報共有を密に行えるよう体制を整えていく。


